
文化財デジタルツインプロジェクト 野口 淳

東京都史跡データオープン化の活用提案



産業技術総合研究所・奈良文化財研究所
「全国文化財情報デジタルツインの社会実装に関する研究」
■研究目的

○課題

全国の文化財関係機関には、文化財デジタルデー
タがあるものの、プラットフォーム整備に課題あ
り、社会的にデータ流通できていない。相互利用
のためのデータ標準化もない。文化財デジタル
データが流通する仕組みが整うことで、文化財の
継続的な保存や、教育や観光への活用を促進す
る。

○目的

文化財デジタルデータに関し、データ仕様および
メタデータの標準化モデルを作成する

文化財デジタルデータに関し、プラットフォーム
およびデータ連携基盤を構築する

○内容例

・分散した文化財情報の紐づけ。全国の文化財情
報に辿れるようにする

・ ３ＤＤＢviewer 〜 遺物／遺構三次元デー
タに実空間座標を付与することでデジタルツイン
に取り込む

・国土のデジタルツイン構築にあたって、対応す
る時間スケールを近代以前にまで拡大する。時間
をさかのぼれるのは文化財分野！

〇奈文研としての必要分野

文化財情報、遺跡整備、文化財行政（文化庁・自
治体）、３D技術

文化財関係機関
自治体

大学

博物館

国民/社会

文化財業界全体をネットワーク化し全体で一つに
なる（文化財情報の紐づけ）

文化財現場
文化財データ
データ整形

技術

文化財のデジタルツイン化
デジタル社会への適用

プラットフォーム



全国遺跡報告総覧（奈良文化財研究所）

• 全国の調査機関等が刊行した遺跡発掘調査報告書・文
化財関連出版物の総合リポジトリ

• PDF登録32401件、書誌登録125957件、遺跡抄録141295
件（2022年7月20日現在）



文化財総覧webGIS（奈良文化財研究所）

• 奈良文化財研究所が公開情報をもとに独自に収集・作
成したデータ+「総覧」抄録位置情報



3DDBviewer（産業技術総合研究所）

• PLATEAUなどの3D都市データに3D点群データなどを表
示できる

• 3D点群データのリポジトリ



文化財総覧webGIS+3DDBviewer
遺跡地図の3D化×デジタルツイン都市モデル



文化財位置情報をめぐる現状と課題

■現状

•統合的なプラットフォームが確立されていない

• オープンデータが少なく収集・連携が困難

■デジタルツインプロジェクトの目的

•文化財に関する公開データ+独自データを
3DDBviewerに登載・公開し利活用の道を開く



目指すもの

■デジタルツイン都市モデルの拡張

•都市（現在）⇄文化財（過去）

• 土地や地域の来歴を知る
☞教育・文化観光

☞土地利用履歴・防災



都市の歴史
現在⇄過去を知ることで未来を展望する

https://twitter.com/fujimicho/status/1271357199550345216

https://twitter.com/fujimicho/status/1270750361033207808

https://twitter.com/fujimicho/status/1271357199550345216
https://twitter.com/fujimicho/status/1270750361033207808


都市の歴史
土地利用と災害の履歴×ハザードマップ

文化財総覧WebGIS×洪水浸水想定区域（ハザードマップポータルより）https://heritagemap.nabunken.go.jp/main

https://heritagemap.nabunken.go.jp/main


地質地盤情報との重ね合わせ
地下の地質地盤情報（数千〜数十万年）と遺跡（数百〜数千年）

産総研：都市域の地質地盤図https://gbank.gsj.jp/urbangeol/ja/map_tokyo/index.html

https://gbank.gsj.jp/urbangeol/ja/map_tokyo/index.html


地質地盤情報との重ね合わせ
2Dから3Dへ



文化財マップの活用：教育・文化観光

富田林市文化財デジタルアーカイブ 寺内町伝統建造物MAP・国指定重要文化財旧杉山家住宅3Dパノラマビュー



文化財マップの活用：教育・文化観光



史跡データの利用

■現状

•複数のデータベースに分散
☞東京都遺跡地図情報インターネットサービス

（範囲ポリゴン+記載情報：一部）

☞東京都文化財情報データベース（詳細記載情報）

☞国指定文化財等データベース（指定情報・解説）

☞国会図書館等（個別書籍・論文等）

■オープン化後

• データの統合が可能

• 外部DB等に最新の正確な情報が反映される



史跡データの利用
• 文化財総覧webGISで「東京都」「史跡」を検索すると
「国指定文化財等データベース」由来の点情報だけが示さ
れる→都史跡データの公開により範囲情報が付加される



統合された史跡データの活用

■史跡データの統合

•文化財総覧WebGIS、その他地図サービス・
WebGISへの展開
• 都が提供する正確で最新の位置・範囲・内容情報*
に、その他公開情報が紐づけられる

• 地理・地図情報との重ね合わせによりワンストップ
の情報提供が可能

☞教育コンテンツ（地域学習教材）や文化観光コン
テンツ（文化財案内マップ）への利活用

＊現状では出版物やウェブ上の情報の手動での収集・引用・再
録のため、正確性や逐次更新性が確保されない



史跡オープンデータの活用

■オープンデータ連携（LinkedOpen Data）

•すでにオープン化されている外部データと連携
• ジャパンサーチ https://jpsearch.go.jp/

☞都公開データを補完
• 学習指導要領LOD https://jp-cos.github.io/

☞教科・単元と史跡の連携
• 文化財動画・イベント情報
https://sitereports.nabunken.go.jp/ja/search-video
https://sitereports.nabunken.go.jp/ja/event/pref/all

https://jpsearch.go.jp/
https://jp-cos.github.io/
https://sitereports.nabunken.go.jp/ja/search-video
https://sitereports.nabunken.go.jp/ja/event/pref/all

